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名
田
島
自
治
会
連
合
会

会

長
　
藤
　
山
　
光
　
美

山
口
国
体
を
盛
り
上
げ
よ
う

十
月
に
『
お
い
で
ま
せ
！
山
口

国
体
・
山
口
大
会
』
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
地
域
、
市
、
県
や
国
を
挙

げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
名

田
島
に
お
き
ま
し
て
も
、
十
月
七

〜
十
日
に
南
総
合
セ
ン
タ
で
成
年

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

当
地
で
も
、
こ
れ
ま
で
花
い
っ

ぱ
い
運
動
、
ミ
ニ
ち
ょ
う
ち
ん
作

り
、
清
掃
活
動
、
炬
火
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
参
加
し
、
ま
た
名
田
島
の

案
内
の
た
め
に
自
治
会
連
合
会
で

「
ふ
る
さ
と
マ
ッ
プ
」
作
り
な
ど

を
行
い
、
機
運
が
盛
り
上
が
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

本
番
に
お
き
ま
し
て
は
、
会
場

や
沿
道
を
清
掃
・
整
備
し
、
花
で

飾
り
、
来
訪
さ
れ
る
選
手
や
観
客

を
温
か
い
お
も
て
な
し
の
心
で
歓

迎
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
は
、
競
技
者
の
み
で

な
く
観
衆
に
も
元
気
を
与
え
ま
す
。

競
技
者
の
プ
レ
ー
が
観
衆
を
鼓
舞

し
共
感
を
呼
び
、
そ
れ
が
ま
た
競

技
者
に
還
っ
て
い
き
ま
す
。
競
技

者
に
は
、
観
衆
の
応
援
が
な
に
よ

り
の
贈
り
物
で
す
。
会
場
を
埋
め

尽
く
し
、
大
き
な
声
で
応
援
し
ま

し
ょ
う
。

最
近
、
全
国
的
・
世
界
的
に
ス

ポ
ー
ツ
や
健
康
に
対
す
る
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
名
田
島
地
区

に
お
き
ま
し
て
も
、
地
区
民
体
育

大
会
や
田
園
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど

が
す
っ
か
り
定
着
し
、
ま
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
な
ど
を
中
心

に
各
種
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

国
の
大
相
撲
で
は
、
昨
年
、
醜

聞
を
撥
ね
退
け
て
、
白
鵬
が
見
事

六
十
三
連
勝
を
成
し
遂
げ
、
力
を

示
し
ま
し
た
。

世
界
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
昨
年

の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
南

ア
フ
リ
カ
大
会
で
岡
田
ジ
ャ
パ
ン

が
見
事
に
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

進
出
し
、
世
間
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

政
情
不
安
定
な
日
本
に
一
筋
の
光

明
と
一
体
感
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
リ
ー
グ
で
の
イ
チ

ロ
ー
や
松
井
、
松
坂
な
ど
の
活
躍

は
夢
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
限
ら
ず
、
万

事
流
れ
に
乗
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

地
域
か
ら
世
界
に
わ
た
る
ス

ポ
ー
ツ
界
の
こ
の
よ
う
な
機
運
に

乗
り
、
山
口
国
体
を
盛
り
上
げ
成

功
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。
参
加
者

全
員
に
喜
ん
で
も
ら
い
、
良
い
思

い
出
に
し
て
い
た
だ
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

ど
う
ぞ
、
ご
支
援
･
ご
協
力
の
ほ

ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地区民体育大会入場行進地区民体育大会入場行進
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総
務
部
会
事
業
計
画
は

一
、
自
治
会
連
合
会
の
拡
充

二
、
国
体
協
力

三
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

上
げ
、
取
り
組
み
ま
す
が
当
面
は
、

①　

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島

の
三
県
に
お
い
て
も
山
口
国
体
に

例
年
通
り
の
規
模
で
参
加
が
決
定

し
て
お
り
、
当
山
口
南
総
合
セ
ン

タ
ー
も
十
月
七
日
〜
十
日
の
四
日

間
、
成
年
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

会
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

国
体
推
奨
花
（
サ
ル
ビ
ア
、
ブ

ル
ー
サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
）
の
三
種
類
を
昨
年
同
様
に
各

集
落
分
担
で
一
三
〇
個
の
プ
ラ
ン

タ
ー
を
実
践
栽
培
管
理
し
十
日
前

に
会
場
周
辺
に
飾
り
、
山
口
国
体

山
口
国
体
の
協
力

（
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
成
功
へ
）

名
田
島
ふ
る
さ
と
マ
ッ
プ
案
内

　
　
　
　
　
　
　
　

道
標
作
り　

部
会
長　

井
本　

安
臣

自
治
会
5
部
会
の
こ
の
1
年

総
務
部
会

昨
年
作
成

さ
れ
た
、

ふ
る
さ
と

名
田
島
の

マ
ッ
プ
完
成

に
伴
い
、
マ
ッ

プ
内
番
号
の
場
所
道
標
、
看
板
を
作

成
し
建
立
し
て
行
く
事
を
目
標
に
進

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
と
し
て
（
敬
称
略
）
岡

本
紀
稔
・
山
根
義
彦
・
木
村
恒
之
・

伊
藤
武
秀
・
徳
光
清
志
・
藤
井
茂
行
・

新
谷
貫
司
七
名
で
実
行
し
て
行
く
事

に
し
ま
し
た
。

小
学
校
改
築
の
行
程
は
昨
年
度
の

各
関
係
機
関
と
の
話
合
い
の
詰
め
が

決
定
し
、
ま
ず
体
育
館
の
耐
震
補
強

か
ら
旧
校
舎
の
解
体
へ
と
順
を
追
っ

て
進
行
し
て
行
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

運
動
場
の
拡
張
は
、
上
野
保
昌
様
の

麦
作
取
り
込
み
が
終
了
し
て
か
ら
、

グ
ラ
ン
ド
整
備
の
話
し
合
い
に
な
る

の
で
は
と
予
想
し
て
お
り
ま
す
。
グ

ラ
ン
ド
芝
生
化
の
課
題
も
あ
る
様
子

で
、
こ
の
件
は
、
前
途
多
難
な
問
題

を
含
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
樹
木

部
会
長　

新
谷　

貫
司

生
涯
学
習
部
会　

を
盛
り
上
げ
ま
た
、
国
体
ク
リ
―

ン
ア
ッ
プ
運
動
を
九
月
二
十
三
日
、

二
十
四
日
、
二
十
五
日
、
で
環
境

美
化
清
掃
作
業
を
実
施
し
、「
山

口
国
体
」
を
成
功
さ
せ
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
地
域
の
皆
様
、
ま
た

関
係
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

②　

地
域
づ
く
り
の
課
題
で
あ
る

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き

る
名
田
島
」
の
た
め
各
種
団
体
、

役
員
と
連
携
を
密
に
し
て
、
各
イ

ベ
ン
ト
企
画
運
営
助
成
協
力
を
し

て
い
ま
す
が
、
今
回
は
特
に
十
一

月
二
十
日
の
第
四
十
回
と
節
目
の

「
名
田
島
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
の

助
成
予
算
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　
　

各
イ
ベ
ン
ト
企
画
に
皆
様
の
ご

協
力
、
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

移
設
問
題
も
あ
り
、
教
育
振
興
会
の

皆
さ
ん
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
の
程

切
望
い
た
し
ま
す
。

「
名
田
島
み
ま
も
り
隊
」
の
皆
様

ご
苦
労
様
で
す
。
み
ま
も
り
隊
に
つ

き
ま
し
て
は
、
私
こ
の
度
初
参
加
で

何
も
分
か
ら
ず
諸
先
輩
の
方
々
の
お

話
を
聞
き
乍
行
動
し
て
い
ま
す
。

出
来
る
だ
け
多
く
の
日
数
見
守
り

行
動
が
と
れ
る
べ
く
努
力
を
重
ね
て

い
る
処
で
す
。

ふるさと祭り（餅まき）ふるさと祭り（餅まき）

国 体 推 進 花国 体 推 進 花

看
板
（
見
本
）

看
板
（
見
本
）

見
守
り
隊
対
面
式

見
守
り
隊
対
面
式
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各
種
関
連
団
体
及
び
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
名
田
島
地
域
で

の
道
路
、
河
川
、
里
山
の
整
備
及
び

安
全
対
策
、
美
化
運
動
、
交
通
安
全
・

防
犯
対
策
の
推
進
を
図
る
部
会
で
す
。

平
成
二
十
三
年
度
の
活
動
計
画

①　

道
路
、
河
川
、
里
山
の
整
備
、

安
全
対
策
の
推
進

イ　

未
解
決
「
要
望
事
項
」
の
着

工
を
行
政
等
へ
再
度
陳
情
を
行

い
ま
す
。

ロ　
「
要
望
事
項
」
を
各
集
落
に

提
出
依
頼
、
取
り
ま
と
め
、
仕

分
け
を
行
い
行
政
及
び
関
係
者

生
活
環
境
の
改
善
、

　

安
心
な
生
活
環
境
の

　
　

た
め
の
取
り
組
み

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　

地
域
を
目
指
し
て

部
会
長　

秋
本　

安
男

生
活
環
境
部
会

へ
改
善
依
頼
を
し
ま
す
。

②  

環
境
美
化

イ　

各
種
団
体
と
協
働
支
援
に
よ

る
草
刈
・
清
掃
活
動
を
実
施
予
定

ロ　

道
路
環
境
美
化

　
　

各
集
落
に
お
い
て
清
掃
活
動

交
付
金
と
し
て
、
最
高
四
万
円

を
交
付
し
、
実
費
請
求
し
て
も

ら
い
ま
す
。

ハ　

名
田
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ

ブ
（
代
表
大
林
基
宏
氏
他
十
六

名
）
が
引
き
続
き
会
員
の
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。

③  

交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
推
進

　
　

防
犯
灯
の
電
球
を
エ
コ
対
応
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
順
次
更
新
す
る
計

画
で
す
。

④　

植
樹
推
進

　
　

平
成
二
十
二
年
度
よ
り
、
新
規

事
業
と
し
て
、
未
来
に
美
し
い
景

観
を
残
す
地
域
づ
く
り
で
、
桜
等

今
年
度
の
健
康
福
祉
部
会
の
主
要

項
目
は
次
の
通
り
で
す
。

健
康
に
関
す
る
講
演
会

　
（
講
師
：
江
里
健
輔
・
山
口
県
立
大
学
学
長
）

医
学
博
士
で
あ
る
江
里
氏
は
医
学

誌
の
み
な
ら
ず
地
方
紙
な
ど
に
も
執

筆
を
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ど
ん
な
形

で
こ
の
世
と
別
れ
る
の
か
」「
認
知
症
、

予
防
は
あ
る
の
か
」「
何
故
女
性
が

男
性
よ
り
長
生
き
す
る
の
か
」
な
ど

掲
載
さ
れ
た
タ
イ
ト
ル
で
す
。
面
白

く
そ
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
演
会

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ナ
ー
に
関
す
る

講
習
会
開
催

　

容
器
包
装
・
古
紙
・
缶
リ
サ
イ
ク

ル
等
あ
り
ま
す
が
ル
ー
ル
を
守
っ
た

ゴ
ミ
分
別
を
徹
底
す
る
こ
と
で〝
ゴ

ミ
か
ら
資
源
へ
〞が
達
成
さ
れ
ゴ
ミ

の
減
量
化
、
環
境
保
護
に
つ
な
が
り

ま
す
。

環
境
パ
ト
ロ
ー
ル

　

不
法
投
棄
多
発
箇
所
の
パ
ト
ロ
ー

ル
、「
不
法
投
棄
禁
止
」
看
板
周
り

の
整
備
、
雑
草
刈
り
を
適
宜
行
い
ま

す
。

部
会
長　

有
吉　

一
宇

健
康
福
祉
部
会

福
祉
活
動
へ
の
協
賛

　

サ
ロ
ン
活
動
な
ど
へ
の
協
賛
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
見
守
り
訪
問
活
動

を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

各
単
位
自
治
会
へ
の
働
き
か
け
を
考

え
て
い
ま
す
。　

空
き
家
、
空
き
地
の
情
報
提
供

　

名
田
島
で
十
六
軒
の
空
家
が
あ
り

ま
す
。
利
用
を
検
討
し
た
い
と
い
う

方
（
個
人
、
団
体
）
に
は
住
所
な
ど

お
教
え
で
き
ま
す
。
ま
た
、
何
処
に

空
き
地
が
あ
る
の
か
情
報
収
集
を
行

い
ま
す
。

世
代
間
交
流

世
代
間
交
流
の
一
環
と
し
て
『
ど

ん
ど
焼
き
』
へ
の
協
賛
。『
名
田
島

を
考
え
る
会
』
会
合
等
へ
の
参
加
を

考
え
て
い
ま
す
。　

部
会
長　

中
村　

芳
男

防
災
部
会

の
植
樹
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
の
で
、
各
集
落
で
計
画
が
あ
れ

ば
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　　

生
活
環
境
部
会
に
地
域
の
皆
様
の

ご
協
力
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

会 議 の 様 子会 議 の 様 子

ボランティアによる草刈りボランティアによる草刈り

現地パトロール現地パトロール

土のう作り土のう作り
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自
主
防
災
会
と
し
て
二
年
間
活
動

し
平
成
二
十
年
に
自
治
会
連
合
会
の

防
災
部
会
と
し
て
四
年
目
に
入
り
ま

し
た
。

今
年
三
月
十
一
日
、
東
日
本
大
震

災
は
東
北
、
関
東
地
域
に
未
曽
有
の

災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
又
被
災
さ
れ
た

方
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
被

災
者
の
皆
さ
ま
の
一
日
も
早
い
復
旧
、

復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

常
日
頃
の
防
災
意
識
の
高
揚
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
防
災

委
員
を
中
心
に
八
月
二
十
八
日
日
曜

日
に
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
で
向

山
集
落
を
対
象

と
し
て
、
避
難

訓
練
、
全
集
落

を
対
象
と
し
て
、

「
地
域
活
動
」

所
長　

吉
武　

秀
行

名
田
島
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
域
あ
げ
て
の

　
　
　
　

国
体
に
！
」

　

末
永　

祥
子

国
体
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

い
よ
い
よ
十
月
に
、「
お
い
で
ま

せ
！
山
口
国
体
・
山
口
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

四
月
の
名
田
島
地
区
民
体
育
大
会

で
は
、
炬
火
イ
ベ
ン
ト
「
み
ど
り
の

大
地　

名
田
島
の
火
」
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
、
風
が
強
く
火
起
こ
し

は
大
変
な
作
業
に
な
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ま
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
お

か
げ
で
「
名
田
島
の
火
」
を
採
火
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

山
口
市
で
は
、
十
二
の
正
式
競
技

と
二
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
が
各
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
名
田
島
で
は
、

山
口
南
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
成
年
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
会
場
に
な

り
ま
す
。
良
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

七
月
か
ら
は
、「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
」
が
始
ま
り
ま
す
。
会
場
を
た
く

さ
ん
の
花
で
飾
り
、
山
口
に
来
ら
れ

る
選
手
や
観
客
の
皆
さ
ま
を
お
も
て

情
報
伝
達
訓
練
の
実
施
を
考
え
て
い

ま
す
。
炊
き
出
し
委
員
の
協
力
を
得

て
非
常
食
を
作
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

尚
、
一
月
十
日
に
防
災
委
員
と
消

防
団
員
の
ご
協
力
で
名
田
島
小
学
校

の
東
側
、
新
開
作
西
集
会
所
の
二
か

所
に
土
の
う
各
一
か
所
に
二
〇
〇
袋

ず
つ
備
蓄
し
ま
し
た
。
緊
急
時
に
必

要
に
な
っ
た
ら
各
集
落
の
防
災
委
員

に
申
し
出
て
使
っ
て
下
さ
い
。
最
後

に
関
係
機
関
の
、
ご
指
導
、
地
区
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

な
し
の
心
で
お
迎
え
し
ま
す
。
そ
の

他
に
も
、「
国
体
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

運
動
」
や
「
国
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
」
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
、
皆
さ

ま
の
お
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

交
流
セ
ン
タ
ー
に
配
属
さ
れ
て
早

く
も
二
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
様
々

な
団
体
の
総
会
や
役
員
会
等
に
出
席

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
名
田
島
地
区
の

た
め
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
多
く
の

方
々
に
お
会
い
し
、
ま
た
、
地
域
の

中
に
も
少
し
ず
つ
溶
け
込
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
団
体
の
役
を
さ
れ

て
い
る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
献
身
的
に

活
躍
さ
れ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
驚
い
た
の
は
複
数
の
団
体
に

関
わ
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
す
。
複
数
に
所

属
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
見
識
も
豊

か
に
な
り
広
い
視
野
が
持
て
る
こ
と

で
、あ
る
面
有
意
義
と
考
え
ま
す
が
、

時
間
を
奪
わ
れ
、
本
人
も
家
族
も
犠

牲
に
な
っ
て
い
る
部
分
が
多
く
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。
地
域

活
動
に
は
マ
ン
パ
ワ
ー
と
持
久
力
が

要
求
さ
れ
、
多
く
の
実
働
隊
と
多
く

の
理
解
者
が
必
要
で
す
。
名
田
島
地

区
に
は
有
能
な
人
材
が
ま
だ
ま
だ
身

を
ひ
そ
め
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
で
も
、
遠
慮
は
い
り

ま
せ
ん
。
今
日
か
ら
地
域
活
動
に
皆

さ
ん
と
と
も
に
汗
を
流
し
て
下
さ

い
。
そ
し
て
明
る
い
名
田
島
の
未
来

を
築
い
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

表 彰 式表 彰 式

炊き出しの様子炊き出しの様子

炬火イベント炬火イベント
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活動方針
１ 本連合会の主な役割を、情報の共有及び協働による地
域づくりの場とする。
２ 各種団体の主体性・自主性を尊重し、連携・調整を密
にする。
３ 計画の策定及び実行は、衆議をもって決する。
４ 本年を連合会の発展の年とする。
５ 各部会は、地域づくりに創意工夫を加える。

事業計画
連合会全般
・名田島各種会議［総会・役員会・（運営）委員会］の開催
・山口市自治会連合会行事（総会・勉強会・研修会）、山
口市行事（移動市長室・市政懇談会）、山口市南部地区
行事（連絡協議会・事務局情報交換会）への参加と開催
・IT化対策（ホームページの開設）
総務部会
・連合会の拡充（地域づくり計画の推進、名田島将来ビ
ジョンの策定）
・イベントの企画・運営協力・助成、国体協力
・広報の発行、情報ネットワークの構築
生涯学習部会
・ふる里探訪（史跡等の整備、クリーンアップ運動への参画）
・小学校改築工事に伴う対応（市教委との情報交換、構内
の樹木処理、運動場の芝生化、学童保育実施の検討）
・通学路の安全対策、見守り隊活動の推進
健康福祉部会
・少子高齢化対策（世代間交流事業、若者の定住促進、他）
・食の安全安心（残留農薬研修実施）、リサイクルマナー
向上運動
・環境パトロール（不法投棄防止対策）
生活環境部会
・道路、河川、里山の整備及び安全対策（要望事項）の推進
・美化運動（クリーン作戦）、植樹運動の推進
・交通安全・防犯対策の推進
防災部会
・防災・防火訓練の実施、防災資機材の備蓄・管理
・災害時（洪水、台風）見回り
・災害時要援護者対策（避難訓練、マップ作り）

平成23年度事業計画
動方針
本連合会
域づくりの

平

び協働による地

計画
活動
１ 
域

平成23年度　名田島自治会連合会予算書

自 治 会 費

補 助 金

雑 収 入

前年 度 繰 越 金
合 計

会 議 費
負 担 金

事 務 費

備 品 費
交 際 費
交 通 費
研 修 費

総 務 部 会

生涯 学 習 部 会

健 康 福 祉 部 会

生 活 環 境 部 会

防 災 部 会

予 備 費
合 計

 562,800 559,200 △ 3,600
   

 6,000,000 8,182,643 2,182,643

   

 56,000 71,000 15,000   
 1,385,837 926,006 △459,831
 8,004,637 9,738,849 1,734,212
   

   
 400,000 400,000 0
 50,000 50,000 0

 1,800,000 2,340,000 540,000

 300,000 300,000 0
 50,000 50,000 0
 100,000 100,000 0
 100,000 100,000 0

 950,000 1,450,000 500,000

 300,000 300,000 0

 300,000 300,000 0

 3,000,000 3,300,000 300,000

 200,000 450,000 250,000

 454,637 598,849 144,212
 8,004,637 9,738,849 1,734,212

466世帯×1,200 559,200
地域づくり交付金　前年度分　 855,400
地域づくり交付金　 6,668,243
市道美化清掃補助　　　 500,000
国体推進事業交付金 146,000
緑化奨励金 13,000
法人寄付 70,000
貯金利息 1,000
 
 
 
 

 
人件費 2,040,000
リース代 40,000
コピー代 60,000
その他事務費 200,000
 
 
 
 
田園印刷代 200,000
国体協力 150,000
田園マラソン補助 100,000
地区民体育大会 100,000
ふるさとまつり補助 350,000
フリーマーケット補助 100,000
総会資料印刷 150,000
広報活動費 300,000
見守り隊 50,000
ふるさと探訪 150,000
小学校改築工事対応 100,000
若者定住促進 35,000
リサイクルマナー向上 35,000
世代間交流 50,000
食の安全研修 160,000
環境パトロール 5,000
土木　法定外公共物 500,000
土木　単市土地改良 1,200,000
市道美化 520,000
生活環境事業 300,000
防犯灯 230,000
カーブミラー 120,000
その他 430,000
防災訓練 150,000
その他 300,000

〔収入の部〕
22年度予算 23年度予算 比較増減 摘　　要

22年度予算 23年度予算 比較増減

（単位：円）

（単位：円）
摘　　要

〔支出の部〕
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役 員 紹 介
会 長

副 会 長

副 会 長

会 計

監 事

監 事

（新開作東自治会）

（新開作沖自治会）

（婦人会）

（4号委員）

（防犯対策協議会）

（消防後援会）

藤山 光美
伊藤 武秀
松永 君子
宮崎 祥治
中村 治美
佐藤  勉

総 務 部

　 〃 　

生涯学習部

〃

健康福祉部

〃

会　長

副会長

委 員

〃

〃

〃

〃

〃

会 長

副会長

委 員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

会 長

副会長

委 員

〃

〃

生活環境部

〃

防 災 部

顧 　 　 　 問

顧 　 　 　 問

参 与

諮 問 機 関

事 務 局 長

事 務 局 員

委 員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

会 長

副会長

委 員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

会　長

副会長

委 員

〃

（島下自治会）

（西開作下自治会）

（新開作東自治会）

（新開作沖自治会）

（婦人会）

（4号委員）

（社会福祉協議会）

(地域交流センター運営協議会)

（東開作自治会）

（人権教育推進協議会）

（向山中自治会）

（昭和東自治会）

(地域交流センター運営協議会)

（社会教育後援会)

(青少年健全育成地区民会議)

（婦人会）

(体育協会)

（コミュニティクラブ）

(地域交流センター利用団体)

(子ども会育成連絡協議会)

(小学校)

(小学校教育振興会)

(小学校体育施設連絡調整会議)

(幼稚園)

(幼稚園三葉会)

（向山下自治会）

（昭和西自治会）

（西開作上自治会）

（社会福祉協議会）

(民生委員児童委員協議会)

井本 安臣
河村宗一郎
藤山 光美
伊藤 武秀
松永 君子
宮崎 祥治
林  政雄
木村 恒之
新谷 貫司
山根 義彦
徳光 清志
藤井 茂行
木村 恒之
山本 浩之
中村 芳男
松永 君子
田中 雅史
山下  宏
岩本 史枝
武田多恵子
守田 恭子
大村 繁昭
河村 英和
古川 恵子
保坂 孝男
有吉 一宇
坂田 昭和
西村 一朗
林  政雄
西村　哲郎

（福祉員協議会）

（老人クラブ連合会）

（高齢者生きがいセンター）

（母子保健推進協議会）

（母子寡婦福祉会）

（みどりの会）

（更生保護女性会）

（食生活改善推進協議会）

（新開作西自治会）

（島上自治会）

（向山上自治会）

（防犯対策協議会）

(交通安全対策協議会)

(山口中央農協名田島支所)

(椹野川東土地改良区)

(農業委員)

(郵便局)

(山口南総合センター)

(昭和東防災委員)

(消防団川東方面隊第3分団)

(消防後援会)

(島下炊き出し委員)

（初代会長）

(前副会長)

(前教育部会長)

(名田島を考える会)

(事務局)

（事務局)

廣島美代子
石川 秋彦
開地 和子
亀井ひろ子
田中 澄子
金子嘉代子
西村 洋子
山根 悦子
秋本 安男
岡野  元
末本 博成
中村 治美
浅原 利夫
浅川 雅浩
河村 博次
田中 省治
岡村 陽司
丹後 英樹
中村 芳男
末永 林万
佐藤  勉
池辺 明子
大林 基宏
岡本 紀稔
田中　敏昭
原田　　学
田中　澄子
乗安ちとせ

地域交流センター
所　長
主　幹

吉武　秀行
横沼　　浩

自
然
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

災
害
は
、
い
つ
ど
こ
に
襲
い
か

か
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
名
田
島

地
区
は
干
拓
地
だ
け
に
風
水
害
や

高
潮
へ
の
不
安
か
ら
逃
れ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

万
一
の
災
害
に
備
え
避
難
態
勢

を
整
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

編
集
後
記

編
集
後
記
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